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調
査
テ
ー
マ

「
半
田
病
院
の
経
営
形
態

と
役
割
に
つ
い
て
」

今
年
度
当
初
ま
で
、
半

田
市
は
新
半
田
病
院
建
設

時
に
、
現
在
の
経
営
形
態

（
地
方
公
営
企
業
法
一
部

適
用
）
か
ら
地
方
独
立
行

政
法
人
化
を
含
め
た
最
適

な
経
営
形
態
を
検
討
す
る

と
し
て
お
り
、
当
委
員
会

は
、
半
田
市
民
に
最
適
な

経
営
形
態
は
何
か
調
査
研

究
し
ま
し
た
。
半
田
病
院

建
設
場
所
の
変
更
に
伴
い

設
置
さ
れ
た
「
常
滑
市
・

半
田
市
医
療
提
供
体
制
等

協
議
会
」
は
、
10
月
に
は

一
定
の
方
向
性
を
示
す
た

め
、
そ
の
前
の
９
月
定
例

会
で
委
員
会
の
中
間
報
告

を
行
い
ま
し
た
。

今
後
、
さ
ら
に
半
田
病

院
と
常
滑
市
民
病
院
が
よ

り
良
い
連
携
を
深
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
が
明
確
に

さ
れ
、
両
市
民
ま
た
、
知

多
半
島
住
民
が
安
心
し
て

良
い
医
療
が
受
け
続
け
ら

れ
る
よ
う
以
下
３
点
、
提

言
し
ま
す
。

１　

半
田
病
院
と
常
滑
市

民
病
院
の
経
営
統
合
を
す

る
こ
と

半
田
病
院
で
も
医
師
不

足
は
深
刻
な
課
題
で
あ
り
、

診
療
科
に
よ
っ
て
は
非
常

勤
医
師
の
み
の
対
応
と
な

っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
働
き
方
改
革
に

よ
り
、
今
後
医
師
の
労
働

時
間
が
制
約
を
さ
れ
、
勤

務
医
の
地
域
偏
在
、
診
療

科
偏
在
が
ま
す
ま
す
進
む

こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。そ

の
結
果
、
半
田
病
院

で
も
救
急
体
制
の
縮
小
や

手
術
件
数
の
抑
制
、
当
直

明
け
の
外
来
休
診
な
ど
、

患
者
サ
ー
ビ
ス
低
下
を
招

き
、
こ
れ
ま
で
の
医
療
を

守
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

更
に
新
半
田
病
院
と
常
滑

市
民
病
院
が
近
接
を
す
る

こ
と
で
、
診
療
圏
の
重
な

り
が
生
じ
、
医
療
機
能
や

医
療
資
源
の
無
駄
が
生
じ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
半
田
病
院
と

常
滑
市
民
病
院
を
経
営
統

合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
重

複
す
る
診
療
科
を
再
編
し
、

救
急
科
な
ど
負
荷
の
高
い

診
療
科
を
増
員
す
る
な
ど

限
ら
れ
た
医
療
資
源
を
集

中
化
す
る
こ
と
に
よ
り
効

果
的
な
医
療
供
給
体
制
を

目
指
す
こ
と
が
可
能
で
す
。

２　

半
田
病
院
を
地
方
独

立
行
政
法
人
化
す
る
こ
と

地
方
独
立
行
政
法
人

（
非
公
務
員
型
）
と
は
、

地
域
で
公
共
性
の
高
い
事

業
を
効
率
的
に
行
う
た
め
、

地
方
自
治
体
か
ら
分
離
・

独
立
し
て
運
営
す
る
法
人

の
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で

の
経
営
形
態
や
一
部
事
務

組
合
（
企
業
団
）
に
よ
る

経
営
と
比
較
し
て
、
地
方

独
立
行
政
法
人
化
す
る
こ

と
に
よ
り
、
地
方
公
務
員

法
の
制
限
を
受
け
ず
に
必

要
な
人
材
を
確
保
で
き
、

医
療
の
質
・
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
繋
が
り
ま
す
。
ま

た
経
営
の
自
由
度
が
増
す

た
め
、
多
様
な
契
約
手
法

の
導
入
等
に
よ
り
効
率
的

で
透
明
性
の
高
い
病
院
経

営
が
実
現
で
き
ま
す
。

３　

常
滑
市
を
は
じ
め
と

し
た
阿
久
比
町
、
南
知
多

町
、
美
浜
町
、
武
豊
町
と

半
田
病
院
の
役
割
分
担
に

関
す
る
議
論
を
早
急
に
始

め
る
こ
と

調
査
テ
ー
マ

「
ご
み
減
量
に
対
す
る
抜

本
的
な
取
組
み
に
つ
い
て
」

平
成
34
年
に
、
半
田
市

を
含
む
２
市
３
町
の
構
成

市
町
で
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

対
策
と
国
の
減
量
目
標
の

方
針
に
基
づ
き
、
知
多
南

部
広
域
環
境
セ
ン
タ
ー
が

供
用
開
始
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
年

間
２
億
円
の
費
用
を
削
減

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
ご
み
処
理
費
用

は
、
各
市
町
が
家
庭
系
ご

み
量
の
排
出
割
合
に
応
じ

て
負
担
を
す
る
た
め
、
市

民
一
人
１
日
当
た
り
の
排

出
量
を
575
ｇ
か
ら
510
ｇ
以

下
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
家
庭
系

ご
み
の
中
で
最
も
多
い
割

合
を
占
め
る
生
ご
み
の
減

量
と
、
約
75
％
も
の
資
源

が
含
ま
れ
て
い
る
不
燃
ご

み
を
確
実
に
資
源
化
し
て

い
く
こ
と
が
大
幅
な
ご
み

減
量
に
つ
な
が
る
と
、
当

委
員
会
は
考
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
ご
み
減
量
の
先

進
地
で
あ
る
、
東
京
都
西

東
京
市
、
石
川
県
金
沢
市
、

京
都
府
京
都
市
を
視
察
、

調
査
し
、
委
員
会
で
の
議

論
を
経
て
、
以
下
の
通
り
、

提
言
い
た
し
ま
す
。

１　

市
民
の
意
識
を
変
え

る
た
め
の
施
策
と
し
て

一
、
「
廃
棄
物
の
減
量
及

び
処
理
に
関
す
る
条
例
」

を
認
知
し
て
も
ら
う
こ
と
。

一
、
ご
み
を
半
減
さ
せ
る

こ
と
を
目
標
と
し
た
行
動

指
針
や
取
組
み
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
等
を
作
成
し
、
市

民
の
責
務
を
広
く
周
知
す

る
こ
と
。

一
、
ど
ん
な
場
所
に
も
出

向
き
、
市
民
説
明
会
や
出

前
講
座
を
充
実
さ
せ
、
丁

寧
に
時
間
を
惜
し
ま
ず
説

明
す
る
こ
と
。

２　

生
ご
み
を
減
ら
す
実

践
的
な
施
策
と
し
て

一
、
「
生
ご
み
た
い
肥
化

日
本
一
」
な
ど
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
掲
げ
、
循
環
シ
ス

テ
ム
を
構
築
す
る
な
ど
し

て
、
生
ご
み
の
た
い
肥
化

を
更
に
推
進
す
る
こ
と
。

一
、
生
ご
み
の
80
％
は
水

分
と
言
わ
れ
て
お
り
、
生

ご
み
の
乾
燥
が
ご
み
減
量

に
絶
大
な
効
果
が
あ
る
。

補
助
制
度
の
活
用
を
促
し
、

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
の

全
戸
普
及
を
目
指
す
べ
く

促
進
を
図
る
Ｐ
Ｒ
を
充
実

す
る
こ
と
。

一
、
食
品
ロ
ス
削
減
に
取

組
む
こ
と
。京
都
市
の「
生

ご
み
３
キ
リ
運
動
」
の
よ

う
な
、
具
体
的
手
法
を
用

い
な
が
ら
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く

こ
と
。

３　

ご
み
を
資
源
に
変
え

る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

一
、
公
設
の
資
源
回
収
拠

点
を
市
民
に
利
用
し
や
す

い
場
所
に
設
け
、
利
用
し

や
す
い
よ
う
時
間
設
定
を

工
夫
す
る
こ
と
。

一
、
自
治
区
に
い
つ
で
も

搬
入
可
能
な
資
源
回
収
拠

点
を
設
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
積
極
的
に
働
き

か
け
、
協
力
す
る
こ
と
。

一
、
剪
定
枝
の
資
源
化
を

す
る
こ
と
。

一
、
食
料
缶
な
ど
を
資
源

回
収
品
目
と
し
て
見
直
す

こ
と
。

循
環
型
社
会
が
構
築
さ

れ
た
半
田
市
を
後
世
へ
残

す
た
め
に
も
、
市
民
一
人

が
毎
日
65
ｇ
、
卵
１
個
分

の
ご
み
減
量
を
す
る
意
識

を
育
て
る
施
策
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
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平成３０年９月に行った事業評価の審査結果
の一部を公表します。

事業評価を
行いました

市民の皆様の大切な税金を
有効に使うために…

問題提起

個 別
施 策 名

市長から
の 回 答

人材の確保（半田病院）

①平成30年４月から教育研修運営委員会
を立ち上げ改善検討を進めている。看護
師確保対策は、平成27年度387人に対
し、平成30年度415人と効果が出てき
ている。継続して努力していく。

①医師・研修医確保、看護師不足の解消。
医師を確保できる環境や、看護師の業務
負担を軽減し職務に専念できる環境づく
りがされていない。

問題提起

個 別
施 策 名

市長から
の 回 答

自治区の組織力強化

①自治区とコミュニティ推進協議会の役割
が異なるため、再編は困難。役員の担い
手不足解消など地域の課題解決のため、
３３あるコミュニティ推進協議会を１３
小学校区単位のコミュニティ組織への再
編を進めている。

①自治区加入促進関連事業、事務事業の自
己評価が全てCであり、成果もない。小
学校区単位のコミュニティに再編するな
ど抜本的な見直しが必要である。

問題提起

個 別
施 策 名

市長から
の 回 答

長期的かつ安定的な財源の確保

①資金の管理運営の指針や基準を見直し、
安定した新たな財源確保に取組む。私有
地借地料や固定資産税減免の見直し、給
与所得者の特別徴収者を増やす取組みを
している。

①財源確保での収納率向上は高く評価する
が、公共施設等の老朽化が進むなか、ま
ちづくり活性化による財源確保が厳し
い。

問題提起

個 別
施 策 名

市長から
の 回 答

廃棄物の適正処理

①３Rアドバイザー会議や有料化に向けた
地域意見交換会等の機会にごみ減量の必
要性や、具体的な減量方法をPRしてい
く。
②地域と協力しながらステーションの整備
に努めていく。
③家庭系ごみ有料化に伴う不適正排出の防
止策について検討していく。

①市民に見える化する。
②基準世帯数内のごみステーションの整
備。
③不適切な排出を防止する対策。

問題提起

個 別
施 策 名

市長から
の 回 答

３Rの普及・啓発

①不燃ごみの資源の混入率を調査し、３R
アドバイザー会議等により、現状をお知
らせするなど啓発に努めており、地域で
の集団資源回収の日程や、スーパー等で
の資源回収についてホームページ等での
情報提供を行うことで更なる徹底を行っ
ていく。
②公共資源拠点での資源回収を試行する。

①ごみに資源が多く含まれているため、対
策事業が足りていない。
②利用しやすい資源回収拠点を設置する。

問題提起

個 別
施 策 名

市長から
の 回 答

３R活動の推進

①更なる普及を目指しPRしていく。
②有料化に向けた説明会の中で、ごみ減量
に努めていただくようわかりやすい説明
を行う。
③平成３１年開始予定。

①生ごみ処理機等の全戸普及をめざすこ
と。
②ごみ減量のわかりやすい説明会の開催。
③剪定枝の資源化。

問題提起

個 別
施 策 名

市長から
の 回 答

老朽化建築物・空き家の
適正管理の促進

①補助金制度の見直しを行う。
②通学路のブロック塀は、所有者に適正管
理依頼と補助制度の説明を実施する。
③空き家等の情報を得た際は、現地確認後、
所有者へ適正管理の依頼を行う。民生委
員等には協力依頼の実施を検討する。

①危険な構造物への更なる補助制度。
②通学路や避難路の適正管理の強化。
③危険建築物所有者に適正管理を促す。
地域の民生委員や見守りの人の協力。

総
務
委
員
会
所
管
分

建
設
産
業
委
員
会
所
管
分

9 はんだ市議会だよりNo.205 平成31年2月1日


